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　今の議員の任期の最後、引退を表明している山下
町長にとっても最後の定例会となる12月定例会が
12月５日から15日まで開かれました。この12月議
会では、主に実績による増減の補正予算と人事院勧
告の完全実施に伴う補正予算や給与条例等の改正が
主な議題でした。

　議会の側から考えると、今回も議員辞職勧告決議
が提起されたように町民から“議会は何をしているの
だ”という批判に応え、議会の自浄作用を発揮した「議
会基本条例」の改正案が成立した点は議会改革の画
期となるもので特筆すべき事件です。詳細について
は特集ページをご覧ください。

議会基本条例を改正

今度は｢議員辞職勧告｣

任期最後の12月定例議会

討 論

　12月議会最終日に川本議員より新藤議員を賛成者にして「手嶋正巳議長
の議員辞職勧告」決議が提案された。決議案では「これまでの戒告処分、
不信任決議、議長辞職勧告、連合議員辞職勧告を列記し、新たに12月議会
の対応が、議会運営委員会を無断で欠席するなど、これまでの約束に反し、
相変わらず誰にも相談することなく勝手な議長にあってはならない行為が
あり、議長はもとより議員としての存続も許されない」としています。
　弁明、討論を誌上で再現します。

手嶋議員の｢弁明」
　19日に公務で出張し、
質問通告は３名しか受理
できませんでしたから24
日の朝、決裁したので問
題はない。
　議運の欠席は、議長は
オブザーバーであり、不
在でも開けるので問題は
ない。議長不在の時は副
議長が仕切ればいい。
　事前に欠席の相談が無
いという点は、配慮が足り
なかったが違法ではない。
　提案される議案の説明
を受けずの議事進行も違
法ではなく、議会内のこ
とによる議員辞職はなじ
まないと思い、議員を辞
職する考えはありません。

賛　成（新藤議員）
　賛成の立場で討
論します。私も提
案者と同じく同期
としてこの道に入
りました。
　大事な議会運営
委員会の欠席は提
案される議案の説
明も受けないこと
になります。
　良し悪しの判断
もできないのは議
員としてあっては
ならないと私は思
います。断腸の思
いで賛成討論しま
す。

反　対（井木議員）
　手嶋議長は就任
後苦労され、采配
をとられ、重責を
果たしておられま
す。
　精一杯努力され
ている姿を見てい
ると、ここで降り
るわけには行かな
いと思う。
　議会運営委員会
は議長の諮問機関
であるから補佐し
てまとめることが
大事であり、この
決議には反対する。
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番　　　号 件　　　名 提出者 要　　旨 付　託
委員会

委員会
の意見

本会議
採択結果

陳情第６号
船上山～矢筈ヶ山までの
登山道の除草駆除等につ
いて

赤碕山楽会
会長　福元　茂
　　　小椋弘志
　　　吉見貞文

　現在の船上神社より矢筈ヶ山までの登山道
状況は、熊笹や萱が生い茂り、登山者が登山
道を確認できない状況にもあり、より安全に登
山を楽しむために除草駆除等をお願いしたい。

総務 趣旨採択 趣旨採択

陳情第７号
公文書の適切な管理運用
を求める意見書の提出に
ついて

足羽　佑太

　各省庁において、公文書が、意思決定の妥
当性を後に検証する過程において必要な史料
であるとの認識を持ち、研修機会を充実させ
る等、適切な措置を講じられるよう要望する。

総務 採択 採択

陳情第８号

「共謀罪」の趣旨を盛り
込んだ組織犯罪処罰法の
改正に係る意見書の提出
について（陳情）

足羽　佑太
　組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等
に関する法律等の一部を改正する法律を廃止
することを強く要望する。

総務 不採択 不採択

請願・陳情

賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果
審議結果 大

平
　
高
志

澤
田
　
豊
秋

桑
本
　
賢
治

語
堂
　
正
範

藤
本
　
則
明

新
藤
　
登
子

高
塚
　
　
勝

川
本
正
一
郎

小
椋
　
正
和

青
亀
　
壽
宏

前
田
　
智
章

桑
本
　
　
始

井
木
　
　
裕

手
嶋
　
正
巳賛

成
反
対

議
案

「共謀罪」の趣旨を盛り込んだ組織犯罪処罰法の改正
に係る意見書の提出について 不採択 2 11 × × × × ○ × × × × ○ × × × 議

琴浦町臨時的任用職員の勤務条件等に関する条例の一
部改正について 可決 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

琴浦町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関
する条例の一部改正について 可決 11 2 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

琴浦町議会基本条例の一部改正について 可決 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 議

琴浦町議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部改正について 可決 12 1 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議長の議員辞職勧告決議について 可決 8 1 ○ 退 退 退 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × 除

この表に掲載していない議案は全会一致で可決しました。
○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長　退＝退席　除＝除斥

　10月26日、臨時議会が開かれ、工期の
変更契約、災害・衆議院選挙、道の駅「琴
の浦」とのアクセス道の踏み切り拡幅工
事委託料8700万円、東伯総合公園遊具取
得として1299万円を専決した補正予算が
提案され、いずれも全会一致で可決しま
した。

臨　時　会

東伯総合公園遊具　完成予想図
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委員会の活動

教育民生常任委員会
　12月12日に委員会を開催し、福祉あんしん課
より本議会に提出された議案、琴浦町地域包括
支援センターにおける包括的支援事業の人員等
に関する基準を定める条例の一部改正について
説明を受け、引き続いて各課から報告を聞き、
各委員が質問をして、各課の取り組みに対して
理解を深めた。
　その報告の中で、いじめ問題調査委員会の活
動対応と住宅新築資金特別会計について、各委
員より多くの提言がなされた。
� 委員長　小椋　正和

い
じ
め
問
題
と
調
査
委
員
会

　�

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
の
構
成

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

�

条
例
で
は
、
該
当
校
以
外
で
本
人

に
か
か
わ
り
の
な
い
校
長
、
有
識

者
と
な
っ
て
い
る
。

住
宅
新
築
資
金
特
別
会
計
に
つ
い
て

　�

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
の
方
針
は
。

　

�

債
権
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
い
く
。

　�

債
権
管
理
条
例
を
作
る
の
か
。

　

�

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
な
が
ら
、
住
新

に
特
化
し
た
形
で
は
な
い
方
向
で

検
討
し
て
い
く
。

　�

新
し
い
取
り
組
み
を
し
な
い
の
か
。

　

�

内
容
は
進
化
さ
せ
て
い
る
。
今
の

目
標
は
不
良
債
権
の
整
理
で
あ
る
。

　�

延
滞
金
は
と
っ
て
い
な
い
の
か
。

　

�

回
収
で
き
る
状
況
で
な
い
。

QＡQＡQＡQＡQＡ

総務常任委員会
　12月11日に委員会を開催し、各課から説明を受け、
委員から活発な質疑がなされた。
　陳情は３件あり、「船上山～矢筈ヶ山までの登山道
の除草駆除等について」は、陳情者から実情を聞き、
全員一致で趣旨採択をした。
　「公文書の適切な管理運営を求める意見書の提出に
ついて」は、全員一致で採択とした。

臨
時
職
員
の
勤
務
条
件

　�

日
給
制
の
臨
時
職
員
の

場
合
、
有
給
休
暇
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
�

月
１
回
認
め
て
い
る
。

集
落
支
援
員

　�

集
落
支
援
員
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

�

以
西
地
区
で
は
、
以
西

振
興
協
議
会
の
事
務
局

を
兼
務
し
、
毎
月
1
回

担
当
課
と
話
し
合
い
を

持
っ
て
い
る
。
上
郷
地

区
で
は
、
説
明
会
を
行

い
、
募
集
中
で
あ
る
。

QＡQＡ

　「『共謀罪』の趣旨を盛り込
んだ組織犯罪処罰法の改正に
係る意見書の提出について」
は、反対７人、賛成２人で不
採択とした。
� 委員長　桑本　賢治
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農林建設常任委員会
　12月定例会は付託された案件もなく、総括質疑など
で問題となった農林関係の事業量の減少問題や、宅地
造成の問題から団地の存続ができなくなった「成美団
地」の瑕疵担保責任の問題や、今後の団地の行く末に
ついて議会の側から詳細な説明を求めた。
　執行部からはすでに宿舎の工事が進んでいる旧以西
小学校の「農業研修施設」を活用するための“農業研
修制度の概要”が示された。また事業が中断した森藤
工業団地の跡地の土地改良事業の説明も受けた。
� 委員長　青亀　壽宏

農
林
事
業
量
の
減
少

　�

地
方
創
生
交
付
金
で
開
発
し
た

「
芝
収
穫
機
」
は
ど
れ
だ
け
普
及

し
、
機
械
は
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　

�

５
台
を
予
算
化
し
た
が
１
台
の
普

及
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
納
入
さ

れ
た
機
械
は
芝
生
産
協
議
会
に
貸

与
し
て
、
デ
モ
運
転
を
行
っ
た
。

農
業
研
修
制
度

　�
宿
泊
施
設
は
出
来
た
が
、
肝
心
の

研
修
制
度
の
具
体
像
が
見
え
て
こ

な
い
。い
つ
か
ら
募
集
す
る
の
か
。

　

�「
未
来
へ
つ
な
ぐ
“
こ
と
う
ら
農

業
”
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
全
体
構

想
で
、「
農
業
研
修
制
度
実
施
要

綱
（
案
）」
等
を
考
え
て
い
る
。

成
美
団
地
（
６
棟
12
戸
）
の
廃
止

　

�

成
美
団
地
の
過
去
、
現
在
、
将
来

は
ど
う
な
る
の
か
。

　

�

造
成
工
事
の
責
任
は
時
効
で
問
え

な
い
。
現
在
地
で
の
建
て
替
え
は

行
わ
ず
、
成
美
団
地
の
廃
止
時
期

の
検
討
に
入
る
。
入
居
者
の
転
居

先
を
検
討
す
る
。

QＡQＡQＡ

廃止予定の成美団地

（株）林養魚場

企業誘致推進特別委員会
　４年間、議論を重ねてきたが、町独自の企業誘致は
出来なかった。
　唯一、赤碕新港に県誘致企業である、株式会社林養
魚場が銀鮭の養魚場を建設した。
　今後の企業誘致の取り組みは「町内起業」を支援す
る方向に転換するほうが良いのではないかと話し合っ
た。
� 委員長　新藤　登子

地方創生調査特別委員会
　国は、自治体の自主的・主体的な取り組みを支援する
「地方創生交付金」制度を行っている。琴浦町も総合
体育館のトレーニング事業や、芝収穫機事業等を行った。
また、現在は、総合公園の遊具設置事業や、２年前から
関東地方で琴浦産品の販路開拓事業を行っている。
　当委員会は、平成27年３月に設置され、全議員が委員
となり、執行部が作成した計画について協議しています。
� 委員長　高塚　勝

完成した芝収獲機

（株）林養魚場
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一 般 質 問

一般質問ここが
聞きた

い

一般質問 Q A&
質 問 議 員 質　問　事　項 掲載ページ

藤本　則明
①いじめ問題について
②拉致問題について
③特別支援学校と町内の小中学校との交流について

7

青亀　壽宏 ①「人権尊重の町」をいかに具現化するか 8

桑本　賢治 ①町長の８年間の実績をたたえ、その総括と教訓を問う 9

大平　高志

①星空資源の活用について
②一般質問の検討結果について
③集落除雪補助について
④住宅新築資金等の解決について

10

川本正一郎 ①元気な町づくりについて　
②教育行政について 11

澤田　豊秋 ①人権を基軸にした安全で安心して暮らせるまちづくりについて 12

新藤　登子 ①中学生に議会の傍聴を 13

高塚　　勝
①町外からの誘客について
②交通弱者対策について
③給食費の無償化について

14

語堂　正範

①若者の声が届く仕組みづくりについて
②自治基本条例策定の再検討を
③雇用対策について
④スポーツ・武道の推進について

15

小椋　正和
①消防団員の確保と防災意識の推進は
②いじめの現状と事案への対応について
③町政の評価について

16

桑本　　始 ①介護保険新総合事業について 17
※青色のつけてあるテーマについて、本紙で詳しく紹介しております。
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一 般 質 問 一 般 質 問

い
じ
め
調
査
委
員
会

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
の
中
に

学
校
長
が
い
る
。
第
三
者
（
で
構

成
さ
れ
る
）
委
員
会
の
基
本
か
ら
す
れ
ば

外
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

小
林
教
育
長

答
　

調
査
委
員
会
は
原
則
と
し
て
委
員
7
名

以
内
で
組
織
す
る
。

　

構
成
委
員
に
つ
い
て
条
例
で
は
、
学
識

経
験
を
有
す
る
者
、
青
少
年
育
成
に
か
か

わ
る
者
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
、
町
立

小
・
中
学
校
の
長
と
な
っ
て
い
る
。

　

調
査
や
審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校
現

場
の
基
本
的
な
仕
組
み
や
体
制
、
事
象
が

起
こ
っ
た
場
合
の
対
処
法
な
ど
、
必
要
な

情
報
を
聴
き
取
る
。
そ
の
た
め
、
学
校
現

場
の
代
表
で
あ
る
学
校
長
が
委
員
の
メ
ン

バ
ー
に
入
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
文
科
省
の
基
本
方
針
に
、
直

接
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
除
く
よ
う
書

い
て
あ
る
の
で
、
該
当
の
学
校
長
に
つ
い

て
は
外
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

拉

致

問

題

解
決
に
向
け
た
努
力
を

問
　
拉
致
被
害
者
の
早
期
帰
国
を
願
い
、
各

地
で
啓
蒙
活
動
や
講
演
会
が
開
催
さ
れ
て

る
中
、
本
町
で
の
取
り
組
み
は
遅
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
解
決
に
向
け
た

更
な
る
努
力
が
必
要
と
思
う
が
。

継
続
し
た
支
援
が
必
要

山
下
町
長

答
　
「
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
総
合
計

画
」
で
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
を
一
つ

の
人
権
課
題
に
掲
げ
て
い
る
。

　

毎
年
、
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
に
は
、ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
行
っ
て
い
る
。

　

官
民
が
協
力
し
て
、
１
日
も
早
い
解
決

に
向
け
継
続
し
た
支
援
が
必
要
。

支
援
学
校
と
の
交
流

努
力
が
必
要

問
　
特
別
支
援
学
校
と
の
交
流
に
つ
い
て
、

交
流
意
識
と
理
解
の
た
め
、
一
層
努
力
が

必
要
で
は
な
い
か
。

今
後
も
模
索

小
林
教
育
長

答
　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
、
地
域
社
会

の
中
で
積
極
的
に
活
動
し
、
そ
の
一
員
と

し
て
豊
か
に
生
き
る
う
え
で
、
障
が
い
の

な
い
子
ど
も
と
の
交
流
や
、共
同
学
習
は
、

大
切
と
考
え
る
。
学
校
教
育
の
中
で
出
来

る
こ
と
を
今
後
も
模
索
し
て
い
く
。

　
　問

問 学校長は外すべきでは

答 入ることも必要
 小林教育長藤本　則明 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
「
人
権
尊
重
の
町
」
の
達
成
度
の

自
己
評
価
は
ど
う
か
？

　
地
籍
調
査
の
過
去
の
誤
り
は
い
か
に
し

て
修
正
さ
れ
る
の
か
。

　
地
縁
団
体
と
の
関
係
は
ど
う
位
置
づ
け

て
境
界
を
確
定
し
て
い
る
の
か
。

山
下
町
長

答
　

人
権
尊
重
の
町
の
具
現
化
は
人
権
・
同

和
教
育
並
び
に
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
住

民
意
識
調
査
で
人
権
尊
重
の
町
づ
く
り
が

進
ん
で
い
る
。

　

職
員
に
は
毎
年
人
権
・
同
和
教
育
研
修

を
必
須
に
し
、
人
権
を
基
軸
に
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
実
践
に
努
め
て
い
る
。

「
反
訴
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と

問
　
地
籍
調
査
は
新
た
な
境
界
を
つ
く
る
も

の
で
は
な
い
。
ル
ー
ル
に
従
え
ば
問
題
は

あ
ま
り
起
こ
ら
な
い
。

　
町
民
と
地
籍
調
査
を
め
ぐ
り
境
界
確
定

訴
訟
で
「
反
訴
」
で
応
じ
る
と
い
う
こ
と

は
町
長
の
姿
勢
と
し
て
ど
う
か
。

当
事
者
に
な
る
こ
と
も

山
下
町
長

答
　

町
は
法
人
で
あ
り
、
訴
訟
の
被
告
に
な

る
場
合
も
原
告
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
地

籍
調
査
で
も
当
事
者
に
な
る
こ
と
は
あ
る
。

　
地
籍
調
査
で
土
地
の
所
有
者
の
立
会
は

全
て
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

錯
誤
に
よ
る
も
の
も
あ
る

山
下
町
長

答
　

基
本
的
に
は
当
事
者
の
合
意
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
錯
誤
に
よ
る
も
の
も
現
実
に

は
あ
る
。真

逆
の
文
書
が
な
ぜ
出
る

問
　
当
時
の
米
田
東
伯
町
長
も
地
籍
調
査
係

職
員
も
建
設
課
長
も
地
籍
調
査
は
間
違
い

と
言
っ
て
い
る
の
に
ど
う
し
て
真
逆
の
文

書
が
出
る
の
か
。

再
審
の
ル
ー
ル
に
の
っ
と
る

山
下
町
長

答
　
（
裁
判
は
）
勝
訴
も
敗
訴
も
あ
り
う
る
。

憲
法
に
保
証
さ
れ
た
再
審
制
の
ル
ー
ル
に

の
っ
と
る
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

　
障
が
い
者
と
家
族
の
人
権
を
保
障
し
た

障
が
い
者
福
祉
が
貫
か
れ
て
い
る
か
聞
き

た
い
。

常
に
人
権
を
意
識

山
下
町
長

答
　

常
に
人
権
を
意
識
し
、
相
談
対
応
に
取

り
組
み
、
困
難
な
事
例
は
専
門
機
関
と
連

携
し
て
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
各
種
計

画
を
策
定
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

障
が
い
者
行
政
が
歪
ん
で
る

問
　
一
昨
年
11
月
24
日
、
の
会
議
で
町
が
認

定
し
、
翌
日
午
後
警
官
を
伴
っ
て
踏
み
込

み
、
障
が
い
者
を
保
護
と
偽
っ
て
誘
拐
し

た
。
残
さ
れ
た
父
親
は
精
神
錯
乱
者
と
し

て
倉
吉
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
幽
閉
さ
れ
た
。
　

障
が
い
者
行
政
が
ゆ
が
ん
で
い
る
。

正
し
い
判
断
だ
っ
た

山
下
町
長

答
　

我
々
は
、
根
拠
法
令
に
基
づ
き
、
一
連
の

状
態
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、
状
態
を

判
断
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
正
し
い
判
断
だ
っ
た
。
必
要
で

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
　問

立
会
は
全
て
行
わ
れ
て
い
る
か

問

人
権
保
障
の
障
が
い
者
行
政
か

問

問  人権尊重の町  達成度の自
己評価は

答 職員は人権・同和教育
研修必須 山下町長青亀　壽宏 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
山
下
町
政
２
期
目
の
冒
頭
に
掲
げ

た
５
つ
の
戦
略
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
成
果
と
し
て
著
し
い
実
績
、
道
な
か

ば
と
し
て
継
続
す
べ
き
も
の
、
及
び
目
的

達
成
す
る
の
に
必
要
な
課
題
に
つ
い
て
、

見
解
を
伺
う
。

山
下
町
長

答
　

各
戦
略
は
、
地
方
創
生
と
い
う
大
き
な

波
を
利
用
し
て
、
お
お
む
ね
順
調
に
進
め

て
き
た
。
琴
浦
町
の
目
指
す
姿
や
そ
の
課

題
は
、
第
２
次
琴
浦
町
総
合
計
画
に
集
約

さ
れ
て
い
る
。

　

地
方
創
生
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
に
つ
い
て
は
、
未
達
成
な
課

題
で
あ
り
、
今
後
と
も
継
続
し
て
取
り
組

む
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
引
き
続
き
議
会
や

住
民
と
情
報
共
有
や
合
意
形
成
が
必
要
で

あ
る
。

自
治
基
本
条
例
の
制
定
は

問
　
「
自
治
基
本
条
例
の
制
定
」
は
未
だ
に

展
望
が
つ
か
め
な
い
実
態
で
あ
る
。
こ
の

課
題
を
ど 

の
よ
う
に
捉
え
て
取
り
組
む
の

か
。

　

総
合
戦
略
・
総
合
計
画
と
本
条
例
は
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
町
づ

く
り
が
よ
り
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
と
考
え

る
。

　

条
例
の
制
定
に
は
、
ま
ず
は
町
民
に
町

づ
く
り
に
対
し
て
も
っ
と
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
機
運
が
高

ま
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め
に

は
広
報
や
公
聴
を
更
に
充
実
さ
せ
、
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

少
子
化
の
課
題
は

問
　
少
子
化
の
背
景
と
し
て
「
家
庭
経
済
が

苦
し
い
」「
就
職
や
雇
用
関
係
が
苦
し
い
」

「
仕
事
と
育
児
が
両
立
で
き
る
雇
用
関
係

の
整
備
」
を
求
め
る
人
が
８
割
と
報
じ
ら

れ
て
い
る
が
、
行
政
だ
け
で
は
力
不
足
と

考
え
る
が
、
課
題
克
服
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。子

育
て
支
援
を
行
う

山
下
町
長

答
　

少
子
化
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
未
婚
化
・

晩
婚
化
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
消

す
る
べ
く
、
縁
結
び
事
業
や
新
婚
世
帯
へ

の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　

休
日
保
育
や
病
後
児
保
育
な
ど
、
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
の
た
め
の
施
策
や
、
第

２
子
以
降
保
育
料
無
料
化
、
第
３
子
以
降

出
産
祝
い
金
な
ど
、
経
済
的
支
援
を
実
施

し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
子
育
て
支
援
を

行
う
。

提
案
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か

問
　
農
業
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
議
会
側

が
不
同
意
と
し
た
の
は
、
町
長
提
案
に
問

題
が
あ
っ
た
の
か
。

受
け
と
め
る

山
下
町
長

答
　

農
業
委
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
公

募
、
推
薦
を
受
け
た
候
補
に
つ
い
て
選
考

を
行
い
、
適
任
と
し
た
者
に
つ
い
て
議
会

の
同
意
を
求
め
た
。

　

２
名
が
不
同
意
に
な
っ
た
こ
と
は
、
不
本

意
で
は
あ
る
が
結
果
と
し
て
受
け
止
め
る
。

　
　問

機
運
の
高
ま
り
が
必
要

山
下
町
長

答

問 ８年間の実績と教訓は

答 おおむね順調に進めて
きた 山下町長桑本　賢治 議員

ボール遊び（しらとりこども園）
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一 般 質 問 一 般 質 問

星
空
資
源
の
活
用

本
町
は
県
が
発
行
す
る
「
星
空

マ
ッ
プ
」
中
部
９
ス
ポ
ッ
ト
に
船

上
山
と
鳴
り
石
の
浜
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど

星
空
資
源
が
豊
富
な
場
だ
。

　
こ
の
立
地
で
星
資
源
を
活
用
す
べ
く
、

環
境
整
備
や
各
種
事
業
化
の
取
組
み
な
ど

を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

山
下
町
長

答
　

星
空
マ
ッ
プ
は
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー
が
い

い
と
思
う
星
空
の
写
真
を
投
稿
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
も
ス
ポ
ッ

ト
を
発
掘
、
紹
介
す
る
と
と
も
に
マ
ッ
プ

に
投
稿
い
た
だ
く
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
は
星
空
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

た
観
光
商
品
な
ど
を
研
究
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

小
林
教
育
長

答
　

生
涯
学
習
や
文
化
財
活
用
の
面
で
の
取

り
組
み
を
考
え
て
み
た
い
。
現
在
、
史
跡

等
の
利
活
用
に
つ
い
て
検
討
中
で
今
後
、

史
跡
地
内
の
星
空
見
学
会
な
ど
自
然
体
験

イ
ベ
ン
ト
も
検
討
し
、
史
跡
の
利
活
用
事

業
な
ど
と
あ
わ
せ
た
環
境
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

住
宅
新
築
資
金
に
つ
い
て

懸
案
事
項
の
解
決
は

問
　
山
下
町
政
の
ま
さ
に
総
仕
上
げ
と
し

て
、
住
宅
新
築
資
金
等
に
見
ら
れ
る
懸
案

事
項
の
解
決
に
向
け
決
意
と
時
間
を
切
っ

て
の
道
筋
を
示
し
て
ほ
し
い
。

必
要
な
施
策
を
継
続

山
下
町
長

答
　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
の
徴
収
に
関

し
て
は
、
納
付
者
の
高
齢
化
や
不
安
定
収

入
等
、
地
域
の
実
情
を
勘
案
の
上
で
適
正

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

同
和
対
策
事
業
は
、
本
年
度
中
に
部
落

差
別
事
象
が
発
生
し
た
事
、
そ
し
て
生
活

保
護
率
が
被
差
別
部
落
以
外
と
比
べ
高
い

こ
と
な
ど
、
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
解
決
の
為
に
も
必
要
な
施
策
を
継
続
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

適
正
な
取
り
組
み
を
進
め
る

小
林
教
育
長

答
　

住
宅
新
築
資
金
の
徴
収
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
基
本
計
画
を
定
め
、
そ
れ
に
基
づ

き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
で

納
付
者
を
状
況
ご
と
に
Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
の

５
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
32
年
度
を
目
標
と
し
て
、
優
良
債

権
と
不
良
債
権
を
整
理
す
る
た
め
、
抵
当

権
の
設
定
や
財
産
等
の
調
査
を
し
、
積
極

的
な
法
的
措
置
や
債
権
放
棄
を
行
う
事
と

し
て
い
る
。
納
付
者
の
高
齢
化
、
不
安
定

収
入
等
、
ま
す
ま
す
徴
収
が
困
難
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
弁
護
士
へ
の
相
談

や
先
進
地
の
徴
収
方
法
な
ど
を
参
考
に
適

正
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

貸
付
条
例
の
適
用
は

問
　

適
正
な
取
り
組
み
と
言
う
が
、「
琴
浦

町
住
宅
新
築
資
金
等
の
貸
付
け
に
係
る
経

過
措
置
に
関
す
る
条
例
」
で
は
、
旧
両
町

の
貸
付
条
例
が
生
き
て
い
る
。

　

現
在
も
返
済
中
の
方
は
遅
延
状
態
に
あ

る
方
ば
か
り
で
は
と
思
う
が
、
12
条
で

「
遅
延
の
場
合
に
は
、
10
・
95
％
の
割
合

で
違
約
金
を
請
求
す
る
も
の
と
す
る
」
と

あ
る
が
、
利
息
や
違
約
金
は
取
っ
て
い
る

の
か
。

適
用
し
て
い
な
い

山
下
町
長

答
　

約
定
の
償
還
日
を
超
え
た
場
合
に
、
そ

の
よ
う
な
も
の
が
発
生
す
る
が
、
今
の
と

こ
ろ
は
適
用
し
て
い
な
い
。

　
　問

問 星空資源の活用を

答 研究したい 山下町長
史跡地内の星空見学など検討 小林教育長大平　高志 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

元
気
な
町
づ
く
り

　
こ
の
八
年
間
、
一
貫
し
て
「
元

気
な
町
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
き

た
が
、
事
業
の
実

施
状
況
と
今
後
の

課
題
を
伺
う
。

山
下
町
長

答
　

町
長
２
期
目

に
、
元
気
な
町
づ

く
り
の
為
の
五
つ

の
重
点
施
策
を
掲

げ
て
推
進
し
て
き

た
。各
施
策
に「
地

方
創
生
」
と
い
う

大
き
な
後
押
し
も

あ
り
、
財
源
的
に

も
有
利
に
進
め
ら

れ
た
。

　

琴
浦
町
の
目
指

す
姿
勢
や
そ
の
成

果
は
、
第
２
次
琴

浦
町
総
合
計
画
に

集
約
さ
れ
て
い
る
。

　

地
方
創
生
の
課

題
で
あ
る
人
口
減

少
及
び
少
子
高
齢

化
に
つ
い
て
は
、

未
達
成
な
課
題
で
あ
り
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

教

育

行

政

教
育
行
政
に
つ
い
て

問
　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
、
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
の
実
施
状
況
と
今
後
の

課
題
は
何
か
伺
う
。

　

小
中
学
校
で
は
、
総
合
学
習
や
社
会
科

で
児
童
生
徒
が
地
域
に
出
か
け
て
、
学
習

し
た
り
活
動
す
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
地
域
学
習
に
お
い
て
、
時
間
と

人
材
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

　
　問

小
林
教
育
長

答

問 「元気な町づくり・教育
行政」について

答 総合計画に基づき推進
 山下町長川本　正一郎 議員

6 体系図

地域資源を生かした

豊かなまち

にぎわいと活力に

満ちた共生のまち

安全で安心して

暮らせるまち

●基本テーマ１●

地域の宝である子どもを

産み育てやすいまちづくり

(出会い～結婚～出産～子育て支援、教育)

●基本テーマ２●

安定した就労環境の整備と

魅力あるしごとづくり

（産業（農林水産業､商工業）支援）

●基本テーマ３●

ふるさとの魅力を誇り、

生き生きと輝くひとづくり

（観光振興、女性活躍、地域活性化）

●基本テーマ４●

だれもが健康で心豊かに

暮らせるまちづくり

（健康増進、介護予防、移住定住促進、スポ

ーツ振興、安心安全（生活基盤､防犯防災）、

人権（啓発､教育）、環境衛生、住環境整備)

●基本テーマ５●

地域とつながる明るい行政サービス

（行財政運営、情報発信、広報、国際交流）

ことうらまちづくりビジョン
―第2次琴浦町総合計画―

（案）

2017－2021

みんなが輝く

住みよいまち

赤碕小学校の地域学習（赤碕駅）
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
と
し
た
、
八
年

間
の
総
括
と
残
さ
れ
た
課
題
は
何
か
。

山
下
町
長

答
　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
合
併
特
例
債
を
活
用

し
、
必
要
な
施
策
を
整
備
し
た
。
ソ
フ
ト

面
で
は
、
地
方
創
生
を
活
用
し
、
お
お
む

ね
順
調
に
進
め
て
き
た
。
課
題
は
、
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。「
住
み
よ
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
。

今
後
の
教
育
・
啓
発
は

問
　
昨
年
、
障
害
者
差
別
解
消
法
、
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
解
消
法
、
部
落
差
別
解
消
推
進

法
の
三
つ
の
法
律
が
整
備
さ
れ
た
が
、
い

じ
め
の
問
題
や
部
落
差
別
等
が
発
生
し
て

い
る
現
状
も
あ
り
、
今
後
の
教
育
、
啓
発

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

人
権
を
基
軸
に

山
下
町
長

答
　

人
権
を
基
軸
に
置
き
、
一
人
一
人
を
大

切
に
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
取
り
組
む
。

民
間
団
体
等
と
連
携

小
林
教
育
長

答
　

社
会
状
況
や
町
が
抱
え
る
人
権
課
題
を

勘
案
し
な
が
ら
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決

め
実
践
す
る
。
ま
た
、
人
権
・
同
和
教
育

推
進
協
議
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
連
携
協
力

し
て
取
り
組
み
た
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
問
題
の
対
策
は

問
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
い
じ
め

や
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
様
々
な
差
別
や

命
に
係
わ
る
。
問
題
の
対
策
を
検
討
す
る

た
め
の
検
討
委
員
会
の
設
置
は
考
え
て
い

な
い
か
。

　

県
と
自
治
体
が
連
携

山
下
町
長

答
　

町
単
独
で
の
取
り
組
み
は
大
変
難
し
い

と
考
え
て
お
り
、
県
と 

自
治
体
が
連
携
し

て
対
応
す
る
ほ
う
が
効
果
的
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
な
お
、
検
討
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
差
別
事
象
等
対
策

委
員
会
を
活
用
し
て
取
り
組
む
よ
う
考
え

て
い
る
。県

と
連
携

小
林
教
育
長

答
　

県
と
連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
検
討
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
差

別
事
象
等
対
策
委
員
会
を
活
用
し
、
専
門

知
識
が
必
要
な
場
合
は
学
識
経
験
者
を
委

員
に
加
え
て
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
は
、
地
域
の
人
が
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
公
民
館
、
集
落
支

援
員
等
地
域
の
体
制
整
備
が
必
要
だ
と
思

う
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

地
域
と
行
政
が
一
体
で
取
り
組
む

山
下
町
長

答
　

地
域
と
行
政
の
連
携
、
協
働
は
重
要
な

要
素
で
あ
り
、
人
づ
く
り
、
リ
ー
ダ
ー
づ

く
り
を
含
め
、
地
域
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　問

地
域
の
体
制
整
備
が
必
要
で
は

問

問 人権を基軸にしたまち
づくりについて

答 おおむね順調に進めた
 山下町長澤田　豊秋 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
琴
浦
町
の
未
来
を
担
う
中
学
生
が

地
域
に
関
心
を
も
つ
こ
と
は
大
事

な
こ
と
と
思
う
。
地
域
で
育
ち
、
学
ん
で

き
た
中
学
生
に
本
町
の
議
会
を
傍
聴
し
て

町
の
現
状
と
将
来
を
と
も
に
考
え
る
機
会

と
な
れ
ば
と
思
う
。

　
模
擬
議
会
も
年
に
２
回
く
ら
い
開
催
し

て
は
ど
う
か
。

山
下
町
長

答
　

中
学
生
が
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
将
来

の
琴
浦
町
を
考
え
る
こ
と
は
大
事
な
こ

と
。
模
擬
議
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

全
面
的
に
協
力
す
る
。

　

選
挙
権
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

将
来
の
有
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
て
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
は
、
我
々

大
人
の
責
任
と
し
て
大
切
だ
と
思
う
。

　

模
擬
議
会
も
有
効
な
方
法
だ
と
思
う
。

中
学
生
と
の
調
整
も
あ
る
と
思
う
の
で
実

施
に
あ
た
っ
て
は
全
面
的
に
協
力
し
た
い
。

小
林
教
育
長

答
　

中
学
生
が
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
琴
浦

町
の
現
状
と
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

は
大
切
な
こ
と
と
思
う
。
東
伯
中
学
校
1

年
生
が
「
10
年
後
の
琴
浦
へ
」
と
し
て
学

習
し
た
。
11
月
に
開
催
さ
れ
た
校
内
文
化

祭
で
発
表
し
、
本
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
掲
示
し

た
。
学
習
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

議
会
傍
聴
は

問
　
過
去
5
年
間
、
議
会
傍
聴
は
一
度
も
な

か
っ
た
。「
傍
聴
す
る
こ
と
は
町
の
現
状

を
理
解
す
る
上
で
よ
い
機
会
で
十
分
に
検

討
が
必
要
。
早
い
時
期
か
ら
社
会
に
参
画

し
よ
う
と
す
る
意
識
を
育
む
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
る
と
思
う
。
学
校
と
相
談
し
た

い
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
ど
う
な
っ
た

の
か
。

協
議
が
必
要

山
下
町
長

答
　

学
校
の
ほ
う
と
の
調
整
、
教
育
委
員
会

の
ほ
う
と
の
協
議
も
あ
る
。
ま
た
議
会
の
ほ

う
と
の
意
見
交
換
や
協
議
も
必
要
と
思
う
。

生
の
声
を
聞
く
こ
と
も
大
事

問
　
小
中
学
生
の
持
っ
て
い
る
柔
軟
な
発
想

や
考
え
方
を
わ
が
町
の
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
に
い
か
す
た
め
に
も
耳
を
傾
け
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
模
擬
議
会
、
傍
聴
な
ど

で
生
の
声
を
聞
く
こ
と
も
大
事
で
あ
る
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

模
擬
議
会
と
い
う
形
を
積
極
的
に
す
る

中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
、
若
い
世
代

の
女
性
、
ま
た
女
性
団
体
も
議
場
に
置
き

換
え
た
時
に
議
員
と
し
て
ど
の
よ
う
に
発

言
を
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
学
ぶ
こ

と
が
必
要
。
延
長
線
上
で
模
擬
議
会
を
ど

う
す
る
か
、広
が
り
が
あ
っ
て
い
い
と
思
う
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
は

問
　
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
は
町
の
宝
で
あ

る
。
前
向
き
に
2
回
く
ら
い
は
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
ん
で
続
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

前
向
き
に
進
め
た
い

小
林
教
育
長

答
　

相
談
し
な
が
ら
、
現
場
を
第
一
に
前
向

き
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　問

広
が
り
が
あ
っ
て
い
い

山
下
町
長

答

問 模擬議会の開催を

答 実施に全面的に協力 山下町長
前向きに検討したい 小林教育長新藤　登子 議員

中学生模擬議会
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一 般 質 問 一 般 質 問

町
外
か
ら
の
誘
客

琴
浦
町
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
、
農

林
、
水
産
業
や
商
工
業
も
活
発
で

あ
る
。
交
通
も
高
速
道
路
、
鉄
道
も
充
実

し
て
い
る
。
集
会
施
設
、
運
動
施
設
、
文

化
施
設
、
観
光
地
、
グ
ル
メ
ス
ト
リ
ー
ト

な
ど
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
立
地
を
生
か
し
、
町
外
、
県
外
、
国
外

か
ら
誘
客
を
図
り
、
町
の
活
性
化
を
図
る

べ
き
で
は
。

① 
宿
泊
を
伴
う
、
合
宿
や
イ
ベ
ン
ト
に
利

用
料
の
減
免
や
補
助
金
制
度
を
取
り
入

れ
て
は
。

② 

諸
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
誘
致
で
飲

食
、
買
い
物
を
促
進
し
て
は
。

③ 

農
林
水
産
や
商
工
の
見
学
や
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
し
誘
客
し
て
は
。

④ 

映
画
、
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
や
取
材
を
積
極

的
に
行
い
、
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

⑤ 

宿
泊
施
設
の
充
実
を
図
る
た
め
、
民
泊

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

⑥ 

役
場
行
政
機
構
に
、
専
門
部
門
を
設
置

し
て
、
誘
客
を
図
る
べ
き
で
は
。

山
下
町
長

答① 

町
有
施
設
は
、
町
民
の
利
用
料
が
設
定

さ
れ
、
町
外
者
は
増
額
と
い
う
規
定
が

あ
る
が
、
研
究
し
て
み
る
。

② 

現
在
で
も
ま
な
タ
ン
等
は
町
外
者
の
会

合
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
利
用
し
て
頂
い
て

い
る
が
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

③ 

着
地
体
験
型
の
観
光
の
ニ
ー
ズ
が
あ

り
、
町
観
光
協
会
に
作
成
を
委
託
し
て

い
る
。
今
後
さ
ら
に
商
品
開
発
し
、
誘

客
を
図
る
。

④ 

テ
レ
ビ
で
、
町
内
観
光
地
等
が
時
々
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
積
極

的
に
メ
デ
ィ
ア
取
材
の
機
会
を
図
っ
て

い
く
。

⑤ 

町
内
で
農
林
漁
業
体
験
民
泊
に
取
り
組

ま
れ
好
評
と
聞
い
て
い
る
。
民
泊
に
意

欲
が
あ
れ
ば
、
住
民
支
援
を
考
え
る
。

⑥ 

専
門
部
門
の
設
置
は
、
現
時
点
で
は
難

し
い
と
考
え
る
。
町
観
光
協
会
と
の
連

携
に
よ
り
、
誘
客
を
図
り
た
い
。

交
通
弱
者
対
策

百
円
バ
ス
の
無
料
化
な
ど

問① 

高
齢
者
、
体
の
不
自
由
な
方
、
児
童
生

徒
な
ど
の
交
通
弱
者
に
、
無
料
パ
ス
を

発
行
し
、
利
便
を
図
る
べ
き
で
は
。

② 

町
営
バ
ス
が
利
用
で
き
な
い
地
域
に
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
制
度
を
す
べ
き
で
は
。

③ 

運
行
ダ
イ
ヤ
、
本
数
等
の
見
直
し
を
ア

ン
ケ
ー
ト
や
懇
談
会
な
ど
を
積
極
的
に

行
い
、
利
便
を
図
る
べ
き
で
は
。

今
後
検
討
す
る

山
下
町
長

答① 

無
料
パ
ス
は
、
利
便
性
を
高
め
る
こ
と

で
利
用
者
増
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
も

検
討
し
て
い
く
。

② 

百
円
バ
ス
停
か
ら
四
百
メ
ー
ト
ル
以
上

の
地
域
の
八
集
落
に
対
し
て
、
タ
ク

シ
ー
料
金
の
半
額
助
成
を
し
て
い
る

が
、
全
体
見
直
し
の
際
に
検
討
す
る
。

③ 

今
の
体
制
が
百
点
満
点
で
は
な
く
、
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
検
討
す
る
。

　
　問

問 町の活性化は町外から
の誘客で

答 情報発信を積極的に行う
 山下町長高塚　勝 議員

宿泊もできる平岩記念会館
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一 般 質 問 一 般 質 問

青

年

組

織

今
後
、
町
を
牽
引
す
る
の
は
、
町

づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
る
若
者
と

考
え
る
。
町
政
へ
若
者
の
声
が
届
く
仕
組

み
づ
く
り
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

山
下
町
長

答
　

ス
タ
イ
ル
に
拘
ら
な
い
対
話
の
必
要
性

を
感
じ
る
。
積
極
的
に
意
見
交
換
な
ど
の

機
会
を
持
つ
。
是
非
、
意
欲
的
な
ア
イ
デ

ア
を
聞
き
た
い
。

青
年
が
集
ま
っ
て
で
き
た

白
鳳
祭
は

問
　
旧
東
伯
町
で
は
、
青
年
が
集
ま
り
白
鳳

祭
が
始
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
何
か
目

的
を
持
ち
進
む
時
の
若
者
の
力
は
す
ご
い

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

白
鳳
祭
は
成
功
例 

素
晴
ら
し
い

山
下
町
長

答
　

白
鳳
祭
は
成
功
例
、
や
っ
ぱ
り
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
あ
る
。
町
を
代
表
す
る
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
定
着
し
て
い
る
。

当
時
の
若
者
の
発
想
で
あ
り
、
本
当
に
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
・
武
道

指
導
体
制
の
充
実
、
環
境
の

整
備
を

問
　
町
出
身
者
が
ス
ポ
ー
ツ
・
武
道
で
活
躍

し
て
い
る
。
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
、
指
導
者
の
人
材
不
足
、
責
務
・
負

担
の
増
加
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
問
題

が
あ
る
。

　
指
導
体
制
の
充
実
、
環
境
整
備
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

未
来
を
見
据
え
展
開
す
る

山
下
町
長

答
　

ス
ポ
ー
ツ
・
武
道
の
推
進
は
環
境
の
整

備
と
両
輪
で
あ
る
。
未
来
を
見
据
え
展
開

す
る
。

多
角
的
に
検
討
す
る

小
林
教
育
長

答
　

町
教
育
の
基
本
目
標
は
「
ふ
る
さ
と
を

愛
し
、
未
来
を
拓
く
琴
浦
っ
子
の
育
成
」

で
あ
り
、
地
域
に
根
差
し
た
教
育
活
動
を

推
進
し
て
い
る
。
指
導
者
の
育
成
は
も
と

よ
り
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
多
角
的

に
検
討
す
る
。

　
　問

問 若者の声が届く仕組み
づくりを

答 対話は必要、積極的に
機会を持つ 山下町長語堂　正範 議員

白鳳祭（白鳳太鼓）

町立東伯武道館
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一 般 質 問 一 般 質 問

消
防
団
員
の
確
保
対
策

消
防
団
員
の
確
保
が
困
難
に
な
り

つ
つ
あ
る
が
、
対
応
は
。

山
下
町
長

答
　

町
内
事
業
所
に
も
出
向
き
、
有
事
の
際

に
従
業
員
の
消
防
活
動
に
配
慮
を
お
願
い

し
て
い
る
。

対
策
は

問
　
中
山
間
地
域
の
消
防
団
員
の
確
保
対
策

は
し
て
い
る
か
。

Ｐ
Ｒ
を
推
進
す
る

山
下
町
長

答
　

消
防
団
の
取
り
組
み
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
を
推

進
し
団
員
の
確
保
に
努
め
る
。

役
割
は

問
　
消
防
団
員
と
防
災
士
の
役
割
と
、
取
り

組
み
推
進
は
ど
う
す
る
の
か
。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
期
待

山
下
町
長

答
　

団
員
と
防
災
士
は
地
域
の
消
防
・
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
動
を
期
待
し
て
い
る
。

募
集
推
進
は

問
　
防
災
士
を
今
後
も
募
集
推
進
す
る
の
か
。

受
講
者
を
募
る

山
下
町
長

答
　

今
後
も
受
講
者
を
募
り
、
防
災
士
連
絡

会
な
ど
を
開
催
し
て
、
町
の
防
災
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

い
じ
め
対
策

町
内
の
い
じ
め
の
現
状
は

問
　
本
年
度
の
町
内
の
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

い
じ
め
を
認
知

小
林
教
育
長

答
　

10
月
末
で
小
学
校
19
件
、
中
学
校
６
件

の
い
じ
め
を
認
知
し
て
い
る
。

い
じ
め
対
応
は

問
　
学
校
で
の
い
じ
め
対
応
と
し
て
の
指
導

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　

い
じ
め
は
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
、

総
合
教
育
会
議
で
協
議
し
て
い
く
。

学
校
へ
の
指
導
は
し
て
い
る

小
林
教
育
長

答
　

学
校
へ
は
、
積
極
的
な
い
じ
め
の
認
知

及
び
対
応
を
指
導
し
て
い
る
。

事
実
に
対
す
る
対
応
は

問
　
子
ど
も
の
視
点
で
不
快
な
事
案
に
対
す

る
対
応
は
取
っ
て
い
る
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

小
林
教
育
長

答
　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
な
が
ら
積
極
的

に
取
り
上
げ
指
導
し
て
い
る
。

学
校
等
の
対
応
は

問
　
い
じ
め
事
象
の
対
応
と
し
て
、
児
童
、

生
徒
、
保
護
者
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

学
校
な
ど
の
対
応
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

保
護
者
へ
対
応

小
林
教
育
長

答
　

当
事
者
及
び
学
級
・
学
年
・
学
校
全
体

へ
の
指
導
と
保
護
者
へ
の
対
応
を
行
っ
て

い
る
。

　
　問

早
期
対
応
が
必
要

山
下
町
長

答

問 消防団員の確保は

答 確保に努める
 山下町長小椋　正和 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
①
軽
度
の
要
介
護
者
向
け
サ
ー

ビ
ス
（
利
用
者
、
介
護
事
業
所
）

の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

② 

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
な
担
い
手
に

よ
る
生
活
支
援
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
住
民
団
体
等
）。

③ 

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
で
介
護
保
険
事
業
所

の
受
け
入
れ
と
、
行
政
が
新
サ
ー
ビ
ス

の
指
導
、
提
言
は
し
て
い
る
の
か
。

山
下
町
長

答① 
平
成
29
年
４
月
か
ら
開
始
し
た
事
で
、

介
護
保
険
事
業
所
な
ど
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
実
施
し
、
総
合
事
業
は
超
高

齢
化
社
会
の
中
、
高
齢
者
の
ニ 

―
ズ

も
多
様
化
し
て
お
り
、
高
齢
者
が
地
域

の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
本
町

の
実
情
に
応
じ
て
地
域
の
支
え
合
い
の

体
制
づ
く
り
を
推
進
し
、
要
支
援
者
等

に
対
す
る
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
支
援

を
目
指
し
て
い
る
。

　

 　

総
合
事
業
の
訪
問
介
護
と
通
所
サ
ー

ビ
ス
の
大
き
く
変
わ
っ
た
点
は
、
利
用

料
を
月
額
か
ら
１
回
当
た
り
の
単
価
に

し
、
利
用
回
数
に
よ
り
安
く
な
っ
た
人

も
あ
る
。

　

 　

９
月
末
現
在
、
要
支
援
者
等
237
人
中

82
人
の
方
が
総
合
事
業
の
通
所
介
護
ま

た
は
訪
問
介
護
を
利
用
さ
れ
従
来
型
継

続
で
対
応
し
て
い
る
。

② 

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
な
担
い
手
に

よ
る
生
活
支
援
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
民

間
事
業
者
に
よ
る
掃
除
、
洗
濯
等
の
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
現
状
、

既
存
の
訪
問
介
護
事
業
所
に
よ
る
訪
問

介
護
相
当
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お

り
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
つ
い

て
は
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

③ 

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
の
介
護
保
険
事
業
所

の
受
け
入
れ
と
行
政
の
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
指
導
、
提
言
は
混
乱
な
く
進
行
し
て

い
る
が
、
事
業
所
に
よ
っ
て
総
合
事
業

の
対
象
者
の
認
識
の
違
い
が
あ
り
、
質

問
を
い
た
だ
き
対
応
し
て
い
る
。今
後
、

介
護
保
険
事
業
所
や
介
護
支
援
専
門
員

等
に
再
度
共
通
理
解
を
持
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
研
修
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

ど
う
考
え
て
い
る
か

問
　
総
合
事
業
で
、
要
支
援
１・
２
を
介
護

保
険
か
ら
外
し
た
が
、
近
未
来
は
、
要
介

護
１・
２
も
国
は
検
討
し
て
い
る
。
町
も

高
齢
化
率
35
％
に
な
り
、
団
塊
の
世
代
約

800
万
人
が
75
歳
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
問

題
で
、
本
町
の
介
護
保
険
体
制
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

財
政
面
で
社
会
的
な
課
題

山
下
町
長

答
　

２
０
２
５
年
問
題
は
、
深
刻
な
高
齢
社

会
と
な
り
、
国
全
体
と
し
て
ど
う
あ
る
べ

き
な
の
か
、
あ
る
い
は
町
の
財
政
の
こ
と

も
含
め
て
福
祉
の
増
大
と
、
働
く
世
代
が

少
な
く
な
る
形
で
の
社
会
的
な
課
題
と
い

う
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

集
落
福
祉
で
支
え
て
は

問
　
地
域
支
援
事
業
は
、
介
護
保
険
の
保
険

給
付
で
は
な
く
、
被
保
険
者
を
対
象
と
す

る
事
業
で
あ
る
。
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
の

争
点
は
、
利
用
者
は
負
担
が
安
く
な
れ
ば

事
業
者
に
対
す
る
報
酬
カ
ッ
ト
が
問
題
。

ま
た
、
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
生
活
支
援

は
、集
落
福
祉
で
要
支
援
者
を
支
え
て
は
。

集
落
福
祉
が
重
要

山
下
町
長

答
　

平
成
39
年
に
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

に
な
ら
れ
介
護
保
険
に
移
行
さ
れ
る
方
が

多
く
な
る
と
、
高
齢
化
率
が
37
・
７
％
と

予
想
さ
れ
る
。
第
７
期
介
護
保
険
計
画
で

は
、
民
間
の
力
と
事
業
所
の
力
を
借
り
な

が
ら
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。
特
に
こ
れ

か
ら
は
集
落
福
祉
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
　問

問 軽度者向けサービスの
対応は

答 従来型継続だが新サー
ビスも検討 山下町長桑本　始 議員
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　議会基本条例の見直しは６月議会で調査特別委員会が発足し、９月定例会の「中間報告」で基本的考え

方が示さました。11月28日に開かれた全員協議会で７回にわたる委員会の調査の成果がすべての議員に報

告・説明され、全員の賛同を経て12月議会の本会議で委員会報告され最終日に可決されました。

　町民の審査請求権も認めた議員の政治倫理規定（次ページ参照）も制定される合意が議会内では出来上

がっています。

議会基本条例調査特別委員会調査結果報告書
琴浦町議会基本条例調査特別委員会

委員長　青亀　壽宏

１．調査事件	 議会基本条例に係る調査

２．調査の経過　　　

　平成29年７月13日から計７回にわたり委員会を開催し、議会基本条例の一部改正と倫理規定の明

確化等について調査・研究を行った。

　委員会では、次の３つの課題に絞り込んで、調査検討することとしました。

課題①　�議員という職責の固有の権利･権限である議会の自主権、自律権と町政課題・政策的問題

を明確に区別して、住民･有権者の町政への積極的参加を保障する仕組みづくりについて

課題②　選挙で選出される議会の主要な役職の倫理規定の明確化

課題③　町の補助金で運営される各種団体･組織への議員の参加基準の明確化

以上の３つの課題について調査・研究を行った。　

３．調査の結果　　

　調査・研究の結果、「基本条例」の一部改正案を作成し、ホームページでパブリックコメントを

実施した結果を踏まえ、平成29年11月28日全員協議会において改正案を報告し、全議員の了解を受

けたので、本定例会において、条例改正案を議員提案することとした。

　政治倫理規定の明確化については、委員会では「基本条例」の一部改正に伴い「政治倫理に関す

る規則」を策定することとして全議員の賛同を得た。

　しかしながら、倫理規定を制度化する上で、地方自治法に「町民に義務を課したり、権利を制限

する規定については、条例によらなければならない。」とされていること等から更に調査・研究を

進める必要がある。ただ、時間的な制約のある中、今回の委員会調査・研究で、政治倫理基準につ

いて一定の方向性を明確化できたことは大きい。これをもって調査終了とする。

※改正された議会基本条例の条文は20ページをご覧ください。

議会基本条例を改正
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予定されている政治倫理に関する規定（抜粋）

　（目的）
第�１条　この条例は、琴浦町議会議員（以下「議員」という。）が、町民の厳粛な信託を受けた立場にあるこ
とを認織し、町民の代表としてその人格と倫理の向上に努め、誠実かつ公正に職務を行うことを基本とし、
もって民主的な町政の発展に寄与することを目的とする。
第２条～３条　略

　（政治倫理基準）
第４条　議員は、次に掲げる政治倫理基準を遵守しなければならない。
⑴�　町職員の公正な職務執行を妨げ、又は当該職員の権限若しくは地位による影響力を不正に利用するよう
働きかけないこと。
⑵�　町が行う委託及び請負の契約に関し、特定の法人その他の団体又は個人に対し、有利又は不利な取り計
らいをしないこと。
⑶�　議員の１親等内の血族及び配偶者が役員をしている法人その他の団体及びこれらの者と町との契約に関
与しないこと。
⑷　町の補助及び委託等を受けている各種団体の役員等については、原則として就任しない。
⑸�　政治活動に関し、法人その他の団体から、政治的・道義的批判を受けるおそれのある寄附を受けないこ
と。
⑹　町の職員の採用、昇任又は人事異動に関与しないこと。
⑺　前各号に定めるもののほか、町民の代表として、その品位と名誉を損なう行為をしないこと。
２�　前項に規定する倫理基準の運用に当たっては、議員の正当な活動を制限することのないよう留意しなけれ
ばならない。
第５条　略

　（審査請求の手続）
第�６条　町民又は議員は、第４条に規定する政治倫理基準に違反する疑いがあると認められる議員があるとき
は、町民にあっては30人以上の者をもってその代表者から、議員にあっては２人以上の者をもって、当該議
員の政治倫理基準違反の事実を証する書面を添えて、議長に対し審査の請求をすることができる。
第６条２～６項、第７条、第８条　略

　（政治倫理審査会の設置等）
第�９条　議長は、前条の規定による審査請求あったときは、琴浦町議会政治倫理審査会（以下「審査会」とい
う。）を設置し、当該、審査請求に関する事項の審査を審査会に付託しなければならない。この場合において、
議長は、審査請求を受け付けた日から速やかに審査会を招集するものとする。
２　審査会の委員（以下「委員」という。）は、議長が議員のうちから任命する６人以内の委員で構成する。
３�　委員の任期は、当該審査請求の審査が終了するまでの間とする。ただし、委員が欠けたときは、議長は、
速やかに補欠委員を任命するものとする。
４�　審査会は、議長の諮問事項に対して必要な答申又は勧告を行うものとする。
第�10条～第20条　略

　（審査結果の措置）
第�21条　議長は、審査会からの報告事項を尊重し、政治倫理基準に違反したと認められる議員に対して、議会
の品位と名誉を守り、町民の信頼を回復するために、議会運営委員会に諮り次に掲げる措置を講ずるものと
する。
⑴　議員の辞職勧告を行うこと。
⑵　この条例の規定を遵守させるため警告を発すること。
⑶　その他議長が必要と認める措置
第22条　略
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な
り
ま
し

た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
語
堂
正
範
）

改正された基本条例の条文（青文字部分を追加）
　前文
　琴浦町議会は、住民が議員と町長を直接選ぶ二元代表制のもとで、議会に求められ
る役割を十分に発揮することにより、町民福祉の向上と町政の発展に貢献する責任が
あります。
　琴浦町の意思決定機関である琴浦町議会は、当然、審議過程において徹底した情報
公開による透明性・公平性・信頼性を確保しなければなりません。
　また、決定事項については、町民への説明責任を負います。
　さらに、議会への町民の参画を促進することで、開かれた議会を実現し、町民福祉
の向上と町政の発展のため町民の意見を最大限に反映させる義務があります。
　この基本条例は、上記の理念に基づき、議会・議員の活動原則や議会が町民と行政
との関係の基本的事項を定めるものであります。

　（議会報告会及び意見交換会）
第10条�　議会は、議員及び町民が自由に情報及び意見を交換する議会報告会及び意見

交換会を行うものとする。
２�　議会報告会及び意見交換会の内容は、議会広報紙及び琴浦町ホームページに掲載
し、公開するものとする。

　（議員の政治倫理）
第�23条　議員は、町民全体の代表者としての高い倫理性を常に自覚し、自己の地位に
基づく影響力を不正に行使することによって、町民の疑惑を招くことのないよう行
動しなければならない。
２�　その他、政治倫理に関する事項は、議長が別に定める。
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